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(57)【要約】
【課題】商業的に望ましく、認知され、かつ他の製品と
は容易に区別される着古した外観を有する織布を製造す
る方法の提供。
【解決手段】本発明は、酵素集合体を利用する染色織布
を製造する方法に関する。本発明の方法は、織布であっ
て、基材層及び織布の少なくとも一方の側に配置された
追加の層を含み、追加の層のヤーンは、少なくとも部分
的に染色されている織布を供給する工程、及び織布を、
酵素集合体好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）と
接触させて、前記追加の層の少なくともヤーンから染料
の少なくとも一部を除去する工程を含んでいる。本発明
は、更に、前記方法で得られた織布及び前記織布を含む
衣料品にも関する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　織布（１）を仕上げる方法であって、
　　ａ．一緒に織られて織布（１）の基材層（１ａ）を形成する縦糸ヤーン（２）及び横
糸ヤーン（３）、（４）を含む織布を供給する工程、ここにおいて、複数本の縦糸ヤ－ン
（２）及び／又は複数本の横糸ヤーン（３）、（４）は、ヤーンの張出し部分（７’）の
形状をしている前記織布の追加の層（１ｂ）を形成し、前記追加の層（１ｂ）は、織布の
少なくとも一方の側（５）に配置されていて、前記追加の層（１ｂ）のヤーンは、少なく
とも部分的に染色された繊維を含んでおり、かつ
　　ｂ．前記織布（１）を酵素集合体と接触させて、少なくとも前記追加の層（１ｂ）の
ヤーンから、少なくとも部分的に染料を除去する工程
　　を含む織布（１）を仕上げる方法。
【請求項２】
　前記追加の層（１ｂ）のヤーンは、少なくとも部分的に、インディゴ染色好ましくはリ
ング－染色されたコットン繊維を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記追加の層（１ｂ）のヤーンは、コットン繊維を含んでおり、前記酵素集合体は、セ
ルラーゼ、ラッカーゼ、グルコースオキシダーゼ、ペクチナーゼ、キシラナーゼ、ペリオ
キシダーゼ、プロテアーゼ、カタラーゼ、及びそれらの混合物から選択された少なくとも
１つの酵素を含んでいる、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記酵素集合体は、架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）である、請求項１～３のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項５】
　前記酵素集合体は、１μｍ～１００μｍ、好ましくは１μｍ～５０μｍ、より好ましく
は１μｍ～３０μｍの範囲のサイズを有している、請求項１～４のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項６】
　前記工程ｂは、３．５～９．５、好ましくは４．０～８．０，さらにより好ましくは４
．５～７．０の範囲のｐＨで実施される、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記酵素集合体は、０．５Ｕ／ｍＬ～１００Ｕ／ｍＬ，好ましくは２Ｕ／ｍＬ～５０Ｕ
／ｍＬ、より好ましくは５Ｕ／ｍＬ～２０Ｕ／ｍＬの範囲の酵素活性を有している、請求
項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記工程ｂは、工程ａの前記織布を、酵素集合体を含む組成物であって、前記組成物中
の前記酵素集合体の濃度は、１ｍｇ／ｇ～１００ｍｇ／ｇ、好ましくは１０ｍｇ／ｇ～７
０ｍｇ／ｇ、より好ましくは１５ｍｇ／ｇ～５０ｍｇ／ｇの範囲である酵素集合体を含む
組成物と接触させることによって実施される、請求項１～７のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項９】
　前記酵素集合体は、磁気ナノ粒子と結合されている、請求項１～８のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記酵素集合体は、一つ以上の添加剤に結合されており、前記添加剤は、炭化水素、プ
ロテイン、ポリオール及びそれらの混合物から選択される、請求項１～９のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記酵素集合体は、少なくとも１個以上の磁気ナノ粒子、及び少なくとも一つの添加剤
と結合されている、請求項９又は１０に記載の方法。
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【請求項１２】
　前記織布（１）は、縦糸ヤーン（２）、第１横糸ヤーン（３）及び第２横糸ヤーン（４
）を有する織布で、前記縦糸ヤーン（２）及び前記第１横糸ヤーン（３）は、前記織布（
１）の基材層（１ａ）を形成し、前記第２横糸ヤーン（４）は延びて、少なくとも３本の
縦糸ヤーン（２）を超えて浮き糸となり、好ましくは少なくとも５本の縦糸ヤーン（２）
を超えて浮き糸となり、より好ましくは少なくとも７本の縦糸ヤーン（２）を超えて浮き
糸となって、織布（１）の面（５）に沿った前記張出し部分（７’）を供給し、かつ前記
張出し部分（７’）は、最大２０本の縦糸ヤーン（２）、好ましくは１５本の縦糸ヤーン
（２）、より好ましくは最大１２本の縦糸ヤーン（２）を越えて延びている、請求項１～
１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　工程ａの前記織布（１）の前記第１横糸ヤーン（３）及び／または前記第２横糸ヤーン
（４）は、１１８．２ｔｅｘ（５／１　Ｎｅ）～５．９１ｔｅｘ（１００／１　Ｎｅ）、
好ましくは１９．７ｔｅｘ（３０／１　Ｎｅ）～８．４４ｔｅｘ（７０／１　Ｎｅ）、よ
り好ましくは１３．３ｔｅｘ（４５／１　Ｎｅ）～１０．７５４ｔｅｘ（５５／１　Ｎｅ
）の範囲の線密度を有している、請求項１～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　工程ｂの前に、工程ａの前記織布（１）から物品を製造する工程を更に含む、請求項１
～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記物品は、内側及び外側を有する衣料品であり、前記追加の層（１ｂ）は、前記衣料
品の外側に配置されている、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　非染色ヤーンを製織して、前記織布（１）を供給すること、前記織布（１）を染色する
こと、及び工程ｂに従って染色された織布を処理することを更に含む、請求項１～１５の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　織布（１）であって、一緒に織られて前記織布（１）の基材層（１ａ）を形成する縦糸
ヤーン（２）及び横糸ヤーン（３）、（４）を含んでおり、かつ複数本の縦糸ヤーン（２
）及び／又は複数本の横糸ヤーン（３）、（４）は、ヤーンの張出し部分（７’）の形状
をした、前記織布（１）の追加の層（１ｂ）を形成し、前記追加の層（１ｂ）は前記織布
（１）の少なくとも１つの面（５）に配置されており、前記追加の層（１ｂ）は、少なく
とも部分的に染料が除去された染色された繊維を含んでいる、請求項１～１６のいずれか
１項に記載の方法で得られた織布（１）。
【請求項１８】
　前記織布は、デニム織布、好ましくは弾性デニム織布である、請求項１７に記載の織布
（１）。
【請求項１９】
　前記衣料品が製織される時、前記織布（１）の前面（５）は、前記衣料品の外側であり
、前記背面（６）は衣料品の内側である、請求項１７又は１８に記載の衣料品。
【請求項２０】
　ｉ．縦糸ヤーン（２）、横糸ヤーン（３）、（４）、及び前面（５）並びに背面（６）
を有する織布（１）であって、前記縦糸ヤーン（２）及び／又は前記横糸ヤーン（３）、
（４）は、天然繊維及び合成繊維の混合繊維からなり、かつ少なくとも先記天然繊維は、
染色されている織布（１）を供給する工程、
　ｉｉ．工程ｉにおける前記織布（１）を、酵素集合体好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬ
ＥＡｓ）に接触させる工程を含む織布（１）又は衣料品を仕上げる方法。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の方法で得られた織布（１）。
【請求項２２】
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　請求項２１に記載の織布（１）を含む衣料物品。
【請求項２３】
　一緒に織られる縦糸ヤーン（２）及び横糸ヤーン（３）、（４）であって、前記ヤーン
の少なくとも一部は染色されているヤーンを含んでいる織布（１）を供給する工程、
　前記織布（１）を、酵素集合体と接触させて、前記織布のヤーンの少なくとも一部から
、染料を少なくとも部分的に除去する工程を含む織布（１）を仕上げる方法。
【請求項２４】
　前記織布（１）の前記ヤーンは、少なくとも部分的にインディゴ染色、好ましくはリン
グ－染色された繊維を含んでいる、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記染色されたヤーンはコットン繊維を含み、前記酵素集合体は、セルラーゼ、ラッカ
ーゼ、グルコースオキシダーゼ、ペクチナーゼ、キシラナーゼ、ペリオキシダーゼ、プロ
テアーゼ、カタラーゼ及びそれらの混合物からなる群から選択された少なくとも１つの酵
素を含んでいる、請求項２３又は２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記酵素集合体は、架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）である、請求項２３～２５のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項２７】
　前記酵素集合体は、１μｍ～１００μｍ、好ましくは１μｍ～５０μｍ、より好ましく
は１μｍ～３０μｍの範囲のサイズを有している、請求項２３～２６のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項２８】
　前記織布（１）と酵素集合体を接触させる工程は、３．５～９．５、好ましくは４．０
～８．０，より好ましくは４．５～７．０の範囲のｐＨで実施される、請求項２３～２７
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２９】
　前記織布（１）と酵素集合体を接触させる工程は、２５℃～７０℃、好ましくは３５℃
～５５℃、より好ましくは４５℃～５５℃の範囲の温度で実施される、請求項２３～２８
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３０】
　前記酵素集合体は、０．５Ｕ／ｍＬ～１００Ｕ／ｍＬ，好ましくは２Ｕ／ｍＬ～５０Ｕ
／ｍＬ、より好ましくは５Ｕ／ｍＬ～２０Ｕ／ｍＬの範囲の酵素活性を有している、請求
項２３～２９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３１】
　前記織布（１）と酵素集合体を接触させる工程は、前記織布（１）を、酵素集合体を含
む組成物であって、前記組成物中の前記酵素集合体の濃度が、１ｍｇ／ｇ～１００ｍｇ／
ｇ、好ましくは１０ｍｇ／ｇ～７０ｍｇ／ｇ、より好ましくは１５ｍｇ／ｇ～５０ｍｇ／
ｇの範囲である酵素集合体を含む組成物と接触させることによって実施される、請求項２
３～３０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３２】
　前記織布（１）と酵素集合体を接触させる工程は、１０分～９０分、好ましくは１５分
～５０分、より好ましくは２０分～３０分の範囲の時間接触させることによって実施され
る、請求項２３～３１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３３】
　前記酵素集合体は、磁気ナノ粒子と結合されている、請求項２３～３２のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項３４】
　前記酵素集合体は、一つ以上の添加剤に結合されており、前記添加剤は、炭化水素、プ
ロテイン、ポリオール、及びそれらの混合物から選択される、請求項２３～３３のいずれ
か１項に記載の方法。
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【請求項３５】
　前記酵素集合体は、少なくとも１個以上の磁気ナノ粒子、及び少なくとも一つの添加剤
と結合されている、請求項３３又は３４に記載した方法。
【請求項３６】
　前記酵素集合体は、１μｍ～１００μｍ、好ましくは１μｍ～５０μｍ、より好ましく
は１μｍ～３０μｍの範囲のサイズを有している、請求項１～１６、２０、又は２３～３
５のいずれか１項に記載の方法における架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）の使用。
【請求項３７】
　前記酵素集合体は、０．５Ｕ／ｍＬ～１００Ｕ／ｍＬ，好ましくは２Ｕ／ｍＬ～５０Ｕ
／ｍＬ、より好ましくは５Ｕ／ｍＬ～２０Ｕ／ｍＬの範囲の酵素活性を有している、請求
項３６に記載の架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着古した外観を有している織布を製造する方法、その方法で製造された織布
、及びその織布を含む衣料品に関する。特に、本発明は、「使用済み」又は「着古した」
外観を有している織布、及びその織布を含む衣料品に関する。本発明の方法では、酵素集
合体、好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）を使用する。
【背景技術】
【０００２】
　着古した生地、特にデニムは、ファッション業界で人気がある。その理由は、生地に適
用される仕上げ処理によって、多種多様な外観を作りだし、その結果、生地の前面、即ち
、その生地で製造された物品を着用した場合の目に見える面に、様々な視認効果を付与す
るからである。実際、デニム産業で成功するか否かは、生地に特有の外観と模様や柄を付
与する多様な生地処理による独創性に依存している。
【０００３】
　生地の外観及びその生地で製造された衣料品の外観は、多種多様な仕上げ技術を適用す
ることによって、変更させることができる。
【０００４】
　生地の「使用済み」又は「ヴィンテージ」、或いは「着古し」ルックは、通常、衣料品
又は織布に対して実施される仕上げ方法で生地を処理することによって、発揮させること
ができる。従来の仕上げ方法では、例えばストーンウォッシュ、酸ウォッシュ、レーザ処
理、サンドブラスト等の特定の化学薬品又は機械的摩耗を用いている。例えば、ストーン
ウォッシュの場合、生地を、軽石が入っている洗濯漕の中で洗濯する。洗濯漕が回転して
いる間、生地は石と接触し、繊維に存在している染料を含んでいるヤーン繊維部分が除去
される。
【０００５】
　この場合、生地及び特にインディゴで染色された織布を使用し、かつインディゴ染料が
、染色されていないヤーンのコアーから離れた表面に有る時、ストーンウォッシュ（又は
サンドブラスト）仕上げ法は、インディゴヤーンの染色されていないコアーの量を変化さ
せ、眼に見えるようにすることができる。
【０００６】
　特許文献１は、織物の処理、例えば、織物をストーンウォッシュし、着古して、褪色し
た感じを出すのに使用される変性セルラーゼタンパクを開示している。
【０００７】
　特に、特許文献１は、（ａ）巨大化され、即ち、質量（分子量）、表面積、又は空間容
積を大きくした点で、セルラーゼ前駆物質と異なるセルラーゼ組成物を含む水溶液を形成
すること、及び（ｂ）　織布を処理するのに適した条件下で、前記水溶液を、セルロース
を含む織布と１時間接触させることからなる、セルロースを含む織布を処理する方法を開
示している。
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【０００８】
　特許文献２は、ｉ．適当な溶媒に溶解するか、又は溶解しない酵素分子に、アルデヒド
基を生成すること、ｉｉ．適当な沈殿剤を使用して、酵素分子を沈殿させること、ｉｉｉ
．アミン組成物を使用し、アルデヒド基を有している沈殿した酵素分子を架橋して、改良
された性質、特に改良された活量及びコロイド挙動を有する架橋酵素を生産することを含
む架橋酵素集合体を製造する方法を開示している。
【０００９】
　上述した全ての仕上げ処理は、異なった視認効果、特に着古した外観を付与し、衣料品
及び織物産業における織布をファッショナブルなものにする。
【００１０】
　然しながら、従来の仕上げ処理によって付与される視認効果及び外観は、限定されてい
る。例えば、処理された織布の場合、視認されるインディゴヤーンの染色されていないコ
アーの量によって、着古した外観が発揮される。従って、着古した外観を有する製品と、
そうでない製品との相違は、製品全体に「色むら」があること、即ち、着古した外観を有
する製品が、他の製品に対して、どの程度「褪色」しているかにある。
【００１１】
　従って、異なる製造業者によって製造された衣料品が同じになることがある。そのため
、製品の商品の信頼性、及び別の製品との差別化は低下する。
【００１２】
　別の問題は、従来の仕上げ法の場合、仕上げ処理の間に、織布から除去する繊維の量を
調整することが難しいという事実である。摩耗を基礎にした従来の処理方法は、常に織布
の機械的完全性を、著しく低減させ、その結果、処理された織布、及び衣料品の引張り強
さは低下させられていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】国際公開第９８／２８４１１号
【特許文献２】米国特許出願公開第２００８／０２９６２３１号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１５／００３８０４２号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２０１３／００４８１４０号明細書
【特許文献５】国際公開第９７／０１６２９号
【非特許文献】
【００１４】
【非特許文献１】Publication Podrepsek et al(2012),Chemical Engineering ransactio
ns:27,235-240.
【非特許文献２】Pure & Appl. Chem. Vol. 59, No.2, pp. 257~268, 1987, “Measureme
nt of cellulase activities”, section “VII: ADDITIONAL ASSAY PROCEDURE FOR ENDO
GLUCANSE (HEC Assay) (ref.9)”
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明が解決しようとする課題は、前述した問題を解消して、改良された着古した外観
、特に従来の方法では得られなかった特有の着古した外観を有する織布を製造する方法を
提供することである。
【００１６】
　本発明が解決しようとする別の課題は、商業的に望ましく、認知され、かつ他の製品と
は容易に区別され得る着古した外観を有する織布を製造する方法を提供することである。
【００１７】
　これら及びそれ以外の課題は、請求項１に記載した方法によって解決され、これにより
、請求項１７に記載の織布、及び請求項１９に記載の衣料品の製造が可能になる。以下の
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記載においては、織布に対して実施される方法に関して言及するが、織布の定義は、物品
、特に衣料又は衣料品に存在する織布も包含する。換言すれば、方法に関する請求項は、
織布の形状は無関係に、織布に対して実施される方法に関する。物品、例えば、前記織布
を含むか、又は前記織布で製造された衣料品は、本発明の各請求項の保護範囲に含まれる
。従って、請求項１は、織布の形状とは無関係に、特定の付加的な層を有する織布をバイ
オ・ストーンウォッシュする方法、予め物品に成形された織布の処理、並びに製織工程で
得た織布の処理も保護する。
【００１８】
　特に本発明は、以下の工程を含む織布を仕上げる方法に関する。
ａ．　一緒に織られる縦糸ヤーン及び横糸ヤーンを含む織布を供給して、前記織布の基材
層を形成する。ここにおいて、複数本の縦糸ヤ－ン及び／又は複数本の横糸ヤーンは、前
記織布の少なくとも一つの追加の層を形成するヤーンの張出し部分を形成し、前記追加の
層は、織布の少なくとも一方の側に配置されていて、前記追加の層のヤーンは、少なくと
も部分的に染色された繊維を含んでいる、
ｂ．　前記織布を酵素集合体と接触させて、前記追加の層の少なくともヤーンから、少な
くとも部分的に染料を除去する。
【００１９】
　実際、驚くべきことに、工程ａに従って織布を供給すること、及び織布を酵素集合体、
好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）で処理（即ち接触）することによって、改良さ
れた審美効果を有する織布が製造できることを発見した。製造された織布は、従来の仕上
げ工程では得ることが出来なかった「立体的」ストーンウォッシュ調効果、即ち「立体的
」な着古し外観を呈している。
【００２０】
　本発明の態様において、織布の複数本の横糸ヤーンは、少なくとも部分的に染色されて
いる。従って、織布の少なくとも一方の側に、順番に少なくとも部分的に染色された追加
の層が供給される。
【００２１】
　本発明による方法は、下地の基材層には実質的な影響を与えることなく、主として、織
布の前面にある追加の層から染料を除去するという効果がある。工程ａで供給された織布
を、酵素集合体、好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）で処理することによって、織
布の追加の層から染料を調整しながら、かつ局所的に、特定の箇所から除去することがで
きる。この場合、本発明の方法によって、織布の基材層、即ち、引張り強さのように、織
布の機械的性質を与える織布の層の構造には損傷を与えずに、織布の追加の層の外観を変
えて、織布に着古した感じを発揮させることができる。
【００２２】
　例えば、本発明の態様によって、工程ａで供給される織布は、追加の層及び染色された
基材層、即ちインディゴ染め、好ましくはリング・インディゴ染めされた基材層の両方を
有している。この場合、織布と架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）を接触させることによって
、染料を追加の層から除去することができ、この際の基材層に対する影響は限定されたも
のとなる。従って、染料は、主として、追加の層から除去され、基材層に視覚コントラス
トを付与し、新規な着古し効果が発揮される。
【００２３】
　さらに、本発明の方法は、織布を破壊させずに、又は損傷させずに、染料の少なくとも
一部を、織布の追加の層から除去することを可能にする。実際、遊離酵素又は伝統的なス
トンウオシュではなく、酵素集合体、好ましくはＣＬＥＡｓを使用することにより、工程
ａで供給された織布を、織布に損傷を与えずに、効果的かつ調整しながら処理して、織布
の着古し感を付与することができ、その結果、本発明の方法によると、染料を、基材層か
ら調整しながら除去することができることが観察された。
【００２４】
　特定の科学的説明に拘束されることなく、遊離酵素より大きな酵素の「集合体」、好ま
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しくは架橋集合体を生成し、工程ａで供給された織布と、遊離酵素ではなく、前記「集合
体」と接触させると、織布内に浸透する集合体の深さを調整することができることが観察
された。従って、本発明の一態様によると、酵素集合体、好ましくはＣＬＥＡｓを使用す
ることによって、織布を損傷させずに、実質的に、織布の追加の層の特定の箇所に、集中
したストーンウォッシュ調の外観を付与することができる。
【００２５】
　例えば、本発明の方法によって仕上げるのに適した織布構造は、特許文献３に記載され
ている（特に以下の段落を参照：［００１３］、［００１９］～［００２７］、［００３
０］、［００３１］、［００３３］、［００４９］～［００５１］、［００５４］、［０
０５５］、［００６０］、［００６６］、［００６８］～［００７１］、［００７５］、
［００７６］、［００７８］～［００８３］、［００８６］、［００８９］～［０１１７
］）、及び特許文献４（特に以下の段落を参照：［０００７］、［００１０］、［００１
３］～［００１８］、［００４１］～［００４６］、［００４８］～［００５０］、［０
０５４］～［００５９］、及び実施例１，３～８及び１０）。これらの記載事項は、本明
細書、特許請求の範囲、図面、及び要約書の一部を構成するものとして、引用として組み
込まれている。
【００２６】
　本発明の別の課題は、下記の工程を含む請求項２０に記載の織布（又は衣料品）を仕上
げする方法である。
　ｉ．縦糸ヤーン及び横糸ヤーン、並びに前面及び背面を含む織布を供給する工程。ここ
において、前記縦糸ヤーン及び／又は横糸ヤーンは、天然繊維及び合成繊維の混合物を含
み、少なくとも前記天然繊維は染色されている、
　ｉｉ．工程ｉの前記織布を、酵素集合体、好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）と
接触させる工程。
【００２７】
　上記の方法に適した酵素は、請求項１の方法に関して前述したもの、即ち、いわゆる繊
維のバイオ・ストーンウォッシュ処理に適した酵素である。好ましい天然繊維は、コット
ン繊維である。
【００２８】
　本発明によって、前記定義した織布を、同じく前記定義した酵素、好ましくは酵素集合
体、より好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）と接触し、天然繊維だけから染料を除
去し、織布に「部分」脱色、即ち、織布に含まれている天然繊維だけから染料を除去する
。換言すれば、本発明の工程ｉで供給された織布の縦糸ヤーン及び／又は横糸ヤーンは「
混合」ヤ－ン、即ち同じヤーンに、天然及び合成繊維の両者を含むヤーンである。
【００２９】
　酵素と前記織布を接触させることによって、織布の縦糸及び／又は横糸ヤーンに含まれ
ている天然繊維、例えばコットンだけから染料を除去することができ、従来方法では得る
ことが出来なかった改良された着古し外観、及び明確な陰影効果を有する織布が供給され
る。酵素は遊離酵素であり、好ましくは酵素集合体、好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬＥ
Ａｓ）である。
【００３０】
　本明細書、特許請求の範囲、図面及び要約書において、混合繊維を含む織布に実施され
る本発明の方法に関して説明する。この方法は、物品、特に衣料品又は被服品の中の織布
を含む。換言すれば、本発明の方法に関する請求項は、織布の形状とは関係なく、織布に
対して実施される方法に関する。物品、例えば、前記織布を含む又は前記織布で製造され
た物品は、本発明の全ての請求項の保護範囲に含まれる。
【００３１】
　本発明の更なる課題は、前述した本発明の方法によって得られる織布を提供することで
ある。本発明の方法によって得られる織布は、「部分的に」脱色された織布である。前記
織布は、染色された第１繊維、好ましくはコットン繊維、及び染色された第２繊維を含ん
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でおり、かつ染料は、前記第１繊維から部分的に除去されており、前記第２繊維に存在し
ている。
【００３２】
　本発明の更なる課題は、前述した織布を含む衣料物品を提供することである。
【００３３】
　従って、本発明の更なる課題は、請求項２１による織布、及び請求項２２による衣料物
品を提供することである。
【００３４】
　更に、本発明の課題は、以下の工程を含む請求項２３による織布を仕上げる方法を提供
することである。即ち、一緒に織られる縦糸ヤーン及び横糸ヤーンを含み、前記ヤーンの
少なくとも一部は染色されている織布を供給すること；及び前記織布を酵素集合体と接触
し、前記織布のヤーンの少なくとも一部から、少なくとも部分的に染料を除去することで
ある。
【００３５】
　好ましくは、前記織布の前記ヤーンは、少なくとも部分的にインディゴ染色、好ましく
はリング染色された繊維を含んでいる。
【００３６】
　好ましくは、前記酵素集合体は、架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）である。
【００３７】
　本発明の更なる課題は、請求項３６に記載したＣＬＥＡｓの使用を提案することである
。
【課題を解決するための手段】
【００３８】
　本発明で使用する用語「生地」及び「織布」は、好ましくは本発明の方法によって仕上
げるのに適する特定の構造的特徴を有する生地を意味する。即ち、これらの用語は、前述
した本発明の方法の態様の工程ａ又は工程ｉで記載した織布である。然しながら、本発明
の酵素集合体は、如何なる生地、好ましくは織布にも使用することができる。
【００３９】
　本発明の方法の更なる利点は、酵素集合体、好ましくはＣＬＥＡｓを使用することによ
って、生地の引張り強さが、酵素集合体による処理の前後で、実質的に同じである点であ
る。特定の科学的説明に拘束されるのを好むものではないが、集合体（好ましくはＣＬＥ
Ａｓ）のサイズが、遊離酵素と比べて大きいので、生地に深く浸透するのが防止され、引
張り強さのような生地の性質を維持しているものと考えることができる。
【００４０】
　本明細書、特許請求の範囲、図面及び要約書において、用語「集合体」、「架橋酵素集
合体（ＣＬＥＡｓ）」及び「ＣＬＥＡｓ」は、通常の方法で固定化及び／又は一緒に保持
された複数の酵素を意味する。好ましくは、酵素集合体は、「架橋酵素集合体」、即ち「
ＣＬＥＡｓ」、即ち、架橋手段によって一緒に保持され、不溶解性のクラスター（即ち「
集合体」）を形成している集合体を意味する。ＣＬＥＡｓを含む酵素集合体は、当業界で
周知であって、一種以上の触媒活性を有する一種以上の酵素によって形成される。以下の
記載では、ＣＬＥＡｓに関する言及は、簡略にするために、単に、「架橋酵素」とするが
、特許請求の範囲を限定するものではない。
【００４１】
　本明細書、特許請求の範囲、図面及び要約書において、用語「酵素」は、テキスタイル
産業において使用に適する如何なるタイプの酵素、例えば、生地又は衣料品に対する仕上
げ処理を達成するのに適する酵素の綱（クラス）を例示すると、加水分解酵素及び酸化還
元酵素である。酵素集合体、好ましくは、ＣＬＥＡｓは、当業界に周知の方法で製造する
ことができる。例えば、ＣＬＥＡｓは、酵素を一種以上の架橋剤、例えばグルタールアル
デヒドで架橋することで製造することができる。酵素集合体を製造する方法の例は、特許
文献５及び非特許文献１に記載されている。
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【００４２】
　代表的な第１繊維は、コットン及び他の天然繊維である。本明細書、特許請求の範囲、
図面及び要約書において、用語「天然繊維」は、天然に見いだされるあらゆる種類の繊維
、即ち合成ではない繊維であり、コットン、ウール、シルク等を意味する。コットンが好
ましい。本明細書、特許請求の範囲、図面及び要約書において、用語「天然ヤーン」は、
天然繊維から製造されたヤーンを意味する。
【００４３】
　代表的な第２繊維は合成繊維である。本明細書、特許請求の範囲、図面及び要約書にお
いて用語「合成繊維」は、「半合成繊維」を含む人工繊維の意味である。本発明による合
成繊維の例は、ナイロン、アクリル、ポリエステル、ｌｙｃｒａ［ライクラ（Ｅ．Ｉ．ｄ
ｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　＆　Ｃｏ．）の登録商標］等がある。本明細書、
特許請求の範囲、図面及び要約書において、用語「合成ヤーン」は、合成繊維で製造され
たヤーンである。
【００４４】
　本発明の態様において、適当な酵素集合体、好ましくは、ＣＬＥＡｓは、複数の異なる
酵素、例えば、複数の異なる綱（クラス）の酵素及び／又は異なる触媒活性を有している
酵素を含んでいる。
【００４５】
　本発明の好ましい態様において、酵素集合体、架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）は、セル
ラーゼ、ラッカーゼ、グルコースオキシダーゼ、ペクチナーゼ、キシラナーゼ、ペリオキ
シダーゼ、カタラーゼ、プロテアーゼ、及びそれらの混合物から選択される少なくとも一
つを含んでいる。酵素集合体は、少なくとも一つのセルラーゼを含んでいるのが好ましい
。例えば、適当なセルラーゼは、中性セルラーゼ、酸性セルラーゼ及びこれらの混合物で
ある。
【００４６】
　有利なことに、織布、好ましくは上述した方法の工程ａで記載した追加の層を有する織
布を、酵素集合体、好ましくはセルラーゼ、及び／又はラッカーゼ、及び／又はグルコー
スオキシダーゼ、及び／又はペクチナーゼ、及び／又はキシラナーゼ、及び／又はペリオ
キシダーゼ、及び／又はプロテアーゼ、及び／又はカタラーゼを含むＣＬＥＡｓと接触（
即ち、処理）させると、織布の追加の層から染料を調整しながら除去することができ、生
地の追加の層に、主として局在化された、即ち、特定の箇所に付与された「ストンウオシ
ュ」効果、即ち、「着用した」又は「使用済み」或いは「着古した」効果を発揮する。
【００４７】
　他の態様において、本発明の方法は、上述した本発明の工程ｉで供給された第１及び第
２繊維の混合繊維のヤーンを有している織布を、酵素集合体、好ましくはセルラーゼ、ラ
ッカーゼ、グルコースオキシダーゼ、ペクチナーゼ、キシラナーゼ、ペリオキシダーゼ、
カタラーゼ、プロテアーゼ、及びそれらの混合物から選択された少なくとも一つの酵素を
含んでいるＣＬＥＡｓと接触させ、織布の縦糸ヤーン及び／又は横糸ヤーンを構成してい
る天然繊維から、染料を局所的、即ち、特定の箇所から除去して、織布に「ストーンウォ
ッシュ」調外観を付与する「バイオストーンニング」法である。
【００４８】
　本明細書、特許請求の範囲、図面及び要約書において、用語「バイオストーンニング」
は、酵素を使用した繊維又は織布の仕上げ処理方法で、仕上げ処理されたテキスタイル製
品にストーンウォッシュ調外観を与える仕上げ処理方法である。同じく用語「ストーンウ
ォッシュ調模様」、「ストーンウォッシュ調外観」及び「ストーンウォッシュ調効果」は
、織布を軽石と一緒に洗濯して得られる外観、即ち使用済み又は着古した外観と同じか、
又は似た外観を有する織布であり、織布の少なくとも一部が、その本来の色の少なくとも
一部を失っていて、古びて、かつ色あせた状態になっている。
【００４９】
　本発明の特徴により、織布の追加の層に使用されるヤーンは、下地層のヤーンとは別々
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に染色される。即ち、追加の層のヤーンが染色されると、下地層の染色されたヤーンに対
して、異なった色調又は色を呈する。例えば、追加の層のヤーンの色調は、下地層のヤー
ンの色調より、暗みを帯びている。従って、本発明の特徴である方法は、追加の層に、下
地層の色又は色合い（色むら）とは異なった色又は色合い（色むら）を付与することがで
きる。
【００５０】
　このような方法で、基材層は、ＣＬＥＡｓと接触する前の特徴、即ち非ストーンウォッ
シュ調と実質的に同じ又は似た特徴を維持しながら、追加の層に、主として、「ストーン
ウォッシュ調外観」を得た、又は殆ど得た織布を得ることが可能である。
【００５１】
　好ましい態様により、酵素集合体は、セルラーゼ集位体、ラッカーゼ集合体、グルコー
スオキシダーゼ集合体、ペクチナーゼ集合体、キシラナーゼ集合体、ペリオキシダーゼ集
合体、カタラーゼ集合体、プロテアーゼ集合体、及びそれらの混合物から選択される。
【００５２】
　酵素集合体はセルラーゼ集合体が好ましい。
【００５３】
　好ましい態様により、ＣＬＥＡｓは、セルラーゼＣＬＥＡｓ、ラッカーゼＣＬＥＡｓ、
グルコースオキシダーゼＣＬＥＡｓ、ペクチナーゼＣＬＥＡｓ、キシラナーゼＣＬＥＡｓ
、ペリオキシダーゼＣＬＥＡｓ、カタラーゼＣＬＥＡｓ、プロテアーゼＣＬＥＡｓ、及び
それらの混合物から選択される。
【００５４】
　換言すれば、本発明の方法で使用するに適する酵素集合体、好ましくは、ＣＬＥＡｓは
、例えば、セルラーゼ（「セルラーゼ集合体」又は「セルラーゼＣＬＥＡｓ」）、ラッカ
ーゼ（「ラッカーゼ集合体」又は「ラッカーゼＣＬＥＡｓ」）又はグルコースオキシダー
ゼ（「グルコースオキシダーゼ集合体」又は「グルコースオキシダーゼＣＬＥＡｓ」）か
ら製造することができる。前記集合体、好ましくは、ＣＬＥＡｓは、本発明の方法におい
て、互換的、又はあらゆる比率の混合物として使用することができる。
【００５５】
　本発明の好ましい態様において、酵素集合体は、多種多様なタイプの酵素を含む。換言
すれば、単一集合体は、種々の酵素を含むことができる。好ましくは、酵素集合体は、セ
ルラーゼ、ラッカーゼ、グルコースオキシダーゼ、ペクチナーゼ、キシラナーゼ、ペリオ
キシダーゼ、カタラーゼ、プロテアーゼから選択された、あらゆる比率の少なくとも２つ
の酵素を含む。例えば、本発明による酵素集合体は、セルラーゼ及びラッカーゼの混合物
を含むことができ、又はセルラーゼ、ラッカーゼ及びペクチナーゼからなる混合物を含む
ことができる。
【００５６】
　酵素集合体、好ましくはＣＬＥＡｓは、「特化された酵素クラスター」であり、酵素に
とって望ましい効果を得るために、特にその特徴に合わせたものである。
【００５７】
　この事実は、従来技術による酵素のランダムな架橋クラスターに幾つかの利点を付与す
る。
【００５８】
　例えば、酵素集合体は、所定の酵素組成、質量（即ち、分子量）及び活性度をもたせる
ように設計される。酵素集合体は、集合体で処理する織布の種類及び織布の望ましい最終
効果の観点から、予め決めることが出来る所定の構造及び機能的特徴をもたせるように設
計すると有利である。
【００５９】
　好ましい態様において、本発明の方法で使用される酵素集合体（好ましくはＣＬＥＡｓ
）のサイズは、１μｍ～１００μｍ、好ましくは１μｍ～５０μｍ、より好ましくは１μ
ｍ～３０μｍの範囲である。
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【００６０】
　酵素集合体、好ましくはＣＬＥＡｓのサイズは、処理しようとする織布の構造の観点か
ら選択及び調整することができる。例えば、集合体のサイズは、複数本の横糸ヤーンで形
成される織布全体の密度及び／又は厚さの観点、及び／又は得られる最終効果、例えば、
追加の層から染料を部分的に又は完全に除去するような効果の観点から、選択することが
できる。
【００６１】
　本発明の好ましい態様において、前記工程ｂ（又はｉｉ）は、酵素集合体、好ましくは
架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）を含有する溶液で洗濯することによって実施される。
【００６２】
　本発明の方法の好ましい態様において、前記工程ｂ（又はｉｉ）は、ｐＨ範囲３．５～
９．５の範囲のｐＨ、好ましくは４．０～８．０の範囲のｐＨ、より好ましくは４．５～
７．０の範囲のｐＨで実施される。さらに、より好ましくは、本発明の方法の前記工程ｂ
（又はｉｉ）は、４．８～５．０の範囲のｐＨで実施される。ｐＨは、集合体で使用され
る酵素の性質に応じて選択及び調整することが好ましい。
【００６３】
　本発明の方法の好ましい態様において、前記工程ｂ（又はｉｉ）は、２５℃～７０℃の
範囲の温度、好ましくは３５℃～５５℃の範囲の温度、より好ましくは４５℃～５５℃の
範囲の温度で実施される。さらに、より好ましくは、本発明の方法の前記工程ｂ（又はｉ
ｉ）は、温度５０℃で実施される。
【００６４】
　本発明の方法の好ましい態様において、酵素集合体（好ましくはＣＬＥＡｓ）の酵素活
性度は０．５Ｕ／ｍＬ～１００Ｕ／ｍＬ、好ましくは２Ｕ／ｍＬ～５０Ｕ／ｍＬ、より好
ましくは５Ｕ／ｍＬ～２０Ｕ／ｍＬである。１Ｕ／ｍＬ（集合体を含有する溶液の酵素単
位／ｍＬ）は、１分間当たり１μｍｏｌの基質を転換する集合体を含有する溶液の１ｍＬ
中の酵素の量（即ち、集合体、好ましくはＣＬＥＡｓの量）である。
【００６５】
　本発明によって、酵素集合体（好ましくは、ＣＬＥＡｓ）を製造するのに使用すること
ができる酵素は、活性度を検知するための多様な方法／アプローチを必要とする。これら
の多様な方法／アプローチは、当業界に周知である。例えば、集合体が１個以上のセルラ
ーゼを含んでいる場合は、セルラーゼ活性度を検知する一般的な方法は、ＤＮＳ検定に基
づいている。このＤＮＳ検定は、当業界において周知である。
【００６６】
　好ましくは、集合体が、少なくとも１個のセルラーゼを含んでいる場合は、酵素活性度
（Ｕ／ｍＬ）は、非特許文献２に記載された方法に従って測定される。
【００６７】
　本発明の好ましい態様によって、酵素集合体（好ましくは、ＣＬＥＡｓ）は、少なくと
も１０％、好ましくは少なくとも５０％、より好ましくは少なくとも７０％の遊離酵素活
性度を保持している。例えば、本発明によるセルラーゼＣＬＥＡｓは、少なくとも１０％
の遊離酵素活性度、好ましくは少なくとも４０％の遊離酵素活性度、より好ましくは少な
くとも７０％の遊離酵素活性度を保持している。
【００６８】
　本発明の方法の好ましい態様において、工程ｂ（又は工程ｉｉ）は、工程ａ（又は工程
ｉ）に従って、織布と、架橋酵素集合体（好ましくは、ＣＬＥＡｓ）を含む組成物を接触
させることによって実施される。但し、前記組成物中の集合体の濃度は、１ｍｇ／ｇ～１
００ｍｇ／ｇ、好ましくは１０ｍｇ／ｇ～７０ｍｇ／ｇ、より好ましくは１５ｍｇ／ｇ～
５０ｍｇ／ｇの範囲である。但し、測定単位「ｍｇ／ｇ」は、「織布基材１ｇに対する集
合体（好ましくは、ＣＬＥＡｓ）のｍｇ」を意味する。
【００６９】
　集合体（好ましくは、ＣＬＥＡｓ）の濃度、即ち使用濃度を、例えば、集合体の触媒活
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性、即ち酵素活性度及び／又は集合体のサイズ等パラメータの観点から選択して、望まし
い「立体」着古し効果のような最終結果を織布に付与することができるので有利である。
【００７０】
　本発明の方法の好ましい態様において、工程ｂ（又は工程ｉｉ）は、１０分～９０分、
好ましくは１５分～５０分、より好ましくは２０分～３０分の範囲の接触時間で実施され
る。
【００７１】
　例示的態様において、本発明の方法の工程ｂ（又は工程ｉｉ）、即ち工程ａ（又は工程
ｉ）の織布と酵素集合体（好ましくは、架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ））との接触は、い
くつかの異なる方法で実施することができる。
【００７２】
　例えば、本発明の織布は、集合体（好ましくは、ＣＬＥＡｓ）を含有する溶液に浸漬す
ることができる。又は、集合体を織布に散布してもよい。
【００７３】
　本発明の方法の好ましい態様において、酵素集合体（好ましくは、ＣＬＥＡｓ）は、当
業界に周知の方法によって、磁気ナノ粒子に結合される。本発明の方法において、磁気ナ
ノ粒子に結合された酵素集合体を使用すると、特に有利である。その理由は、仕上げ工程
が終了した後で、磁気ナノ粒子に結合された酵素集合体は、簡単かつ迅速に回収すること
ができるからである。この様にして、酵素集合体（好ましくは、ＣＬＥＡｓ）は、再利用
される。従って、仕上げ工程のコストを更に低減し、かつ工程の廃棄物の量を低減する等
環境上の効果を上げる。
【００７４】
　集合体と磁気ナノ粒子を結合すると、酵素集合体を磁気作用によって調整できるので有
利である。
【００７５】
　換言すれば、磁気ナノ粒子と結合した酵素集合体は、磁場を与えることで、例えば、「
直接的に」又は「移動しながら」管理することができる。たとえば、磁気ナノ粒子と結合
した酵素集合体は、織布を集合体で処理している間、織布を磁場によって特定の箇所に移
動させて、実質的に、集合体が移動した織布の特定の箇所にだけストーンウォッシュ効果
を発揮させることができる。
【００７６】
　幾つかの態様において、酵素集合体（好ましくはＣＬＥＡｓ）は、１種以上の添加剤と
結合される。
【００７７】
　幾つかの態様において、酵素集合体は、炭化水素、タンパク、ポリオール、及びそれら
の混合物から成る１種以上の添加剤と結合される。
【００７８】
　例えば、酵素集合体（好ましくはＣＬＥＡｓ）は、１種以上の炭化水素（デキストラン
及びグルコース等）、タンパク（例：ＢＳＡ、即ち、ウシ血清アルブミン）、及びポリオ
ール（例：ＰＥＧ，即ちポリエチレングリコール）、及びそれらの混合物から成る１種以
上の添加剤と結合される。
【００７９】
　集合体と上述した１種以上の添加剤を結合することにより、集合体のζ電位（ゼータ電
位）を調整して、集合体と織布の相互作用、及び、例えば、集合体で織布を処理している
間に磁場を与えることにより織布からの染料の除去を調整することができる。
【００８０】
　本発明の態様において、酵素集合体（好ましくはＣＬＥＡｓ）は、少なくとも一つの磁
気ナノ粒子及び少なくとも一つの添加剤に結合される。本発明の好ましい態様において、
工程ａの織布は、縦糸ヤーン、第１横糸ヤーン及び第２横糸ヤーンを有し、前記縦糸ヤー
ン及び前記第１横糸ヤーンは、前記織布の基材層を形成しており、前記第２横糸ヤーンは
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延びて、側面、例えば織布の前面に沿って張出し部分を形成している。
【００８１】
　本発明の好ましい態様において、本発明の方法の工程ａの織布は、第２横糸ヤーンを有
しており、前記第２横糸ヤーンは延長されて、少なくとも３本の縦糸ヤーンを超えて浮き
糸とすることにより、好ましくは、少なくとも５本の縦糸ヤーンを超えて浮き糸とするこ
とにより、より好ましくは、少なくとも７本の縦糸ヤーンを超えて浮き糸とすることによ
り、側面、例えば織布の前面に沿って、張出し部分を形成している。
【００８２】
　好ましくは、第２横糸ヤーンによって形成される張出し部分の長さは、通過する縦糸ヤ
ーンの数に依存して、及び／又は基材層にほぼ堅く織ることが出来る張出し部分を形成す
るように選択される。換言すれば、例示的な態様において、張出し部分の長さは、基材層
に堅く結合する追加の層を得るように選択される。他の例示的な態様において、張出し部
分の長さは、基材層に緩く掛かって垂れ下がり、その結果、基材層と堅く結合していない
追加の層を得るように、又は得るために選択される。本発明の例示的な態様において、工
程ａにおいて供給される織布は、緩い張出し部分を形成する少なくとも複数本の第２横糸
ヤーン、及び／又は基材層に堅く織られた張出し部分を形成する、少なくとも複数本の第
２横糸ヤーンを含んでいる。
【００８３】
　本発明の好ましい態様において、本発明の方法の工程ａにおいて供給される織布は、第
２横糸ヤーンを有している。前記第２横糸ヤーンは、延長されて、２０本の縦糸ヤーンの
上を通過し、好ましくは１５本の縦糸ヤーンの上を通過し、より好ましくは、１２本の縦
糸ヤーンの上を通過することによって、織布の前面に沿って張出し部分を形成する。
【００８４】
　本発明の好ましい態様において、本発明の方法の工程ａにおいて供給される前記織布は
、第１横糸ヤーンを有している。前記第１横糸ヤーンは、延長されて、２本以上の縦糸ヤ
ーンの下、好ましくは５本未満の縦糸ヤーンの下を通過することにより、織布の背面に沿
って谷形部分を形成する。
【００８５】
　本発明の好ましい態様において、工程ａにおいて供給される織布は、２つの複数の第２
横糸ヤーンを有している。
【００８６】
　本発明の好ましい態様において、工程ａにおいて供給される織布は、１：１～２：１の
範囲の平均比率　［第２横糸ヤーン：第１横糸ヤーン］を有している。換言すれば、織布
のそれぞれの第１横糸ヤーンの場合、第２横糸ヤーンの平均数は、１～２の範囲である。
【００８７】
　本発明の好ましい態様において、織布は、デニム織布、好ましくは弾性デニム織布であ
る。例示的な態様において、織布は、「極軽量」デニム織布（質量：５オンス／ｙｄ２未
満）、「中軽量」デニム織布（質量：５オンス／ｙｄ２～８オンス／ｙｄ２～の範囲）、
「標準」デニム織布（質量：５オンス／ｙｄ２～１２．５オンス／ｙｄ２～の範囲）、及
び「重」デニム織布（質量：１２．５オンス／ｙｄ２超）から選択される。
【００８８】
　本発明の好ましい態様において、織布は、自然色、即ち無染色で供給され、酵素集合体
で処理する前に周知の方法で染色される。更に、例示的な態様において、縦糸ヤーン及び
／又は横糸ヤーンは、織布に製織される前に染色される。
【００８９】
　本発明の好ましい態様において、織布の縦糸ヤーンは、１１８．２　ｔｅｘ（５／１　
Ｎｅ）～５．９１　ｔｅｘ（１００／１　Ｎｅ）の範囲、好ましくは１９．７ｔｅｘ（３
０／１　Ｎｅ）～８．４４　ｔｅｘ（７０／１　Ｎｅ）の範囲、より好ましくは１３．１
３ｔｅｘ（４５／１　Ｎｅ）～１０．７５４　ｔｅｘ（５５／１　Ｎｅ）、更により好ま
しくは１１．８２ｔｅｘ（５０／１　Ｎｅ）の線密度を有している。「ｔｅｘ」は、テキ
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スタイル業界で使用されている番手単位で、テキスタイルヤーン及びスレッドの単位長当
たりの質量（１ｔｅｘ＝１０－６ｋｇ．ｍ－１）である。「Ｎｅ」は、英国綿番手（Ｅｎ
ｇｌｉｓｈ　ｃｏｔｔｏｎ　ｎｕｍｂｅｒ）で、テキスタイル業界で使用されており、周
知の番手単位である。
【００９０】
　本発明の好ましい態様において、縦糸ヤーンは、コットンヤーン、例えば、インディゴ
染色ヤーン、好ましくはリング染めコットンヤ－ンである。
【００９１】
　例示的態様において、織布の第１縦糸ヤーンは、１１８．２　ｔｅｘ（５／１　Ｎｅ）
～５．９１　ｔｅｘ（１００／１　Ｎｅ）の範囲、好ましくは、１９．７ｔｅｘ（３０／
１　Ｎｅ）～８．４４　ｔｅｘ（７０／１　Ｎｅ）の範囲、より好ましくは、１３．１３
ｔｅｘ（４５／１　Ｎｅ）～１０．７５４　ｔｅｘ（５５／１　Ｎｅ）、更に好ましくは
、１１．８２ｔｅｘ（５０／１　Ｎｅ）の線密度を有している。
【００９２】
　好ましい態様において、織布の第１横糸ヤーンの線密度は、２４．６２５　ｔｅｘ（２
４／１　Ｎｅ）～１１．８２　ｔｅｘ（５０／１　Ｎｅ）の範囲、又は４９．２５ｔｅｘ
（１２／１　Ｎｅ）～１４．７７５　ｔｅｘ（４０／１　Ｎｅ）の範囲、又は７３．８７
５ｔｅｘ（８／１　Ｎｅ）～１９．７　ｔｅｘ（３０／１　Ｎｅ）の範囲、又は１１８．
２ｔｅｘ（５／１　Ｎｅ）～２４．６２５　ｔｅｘ（２４／１　Ｎｅ）の範囲である。
【００９３】
　例示的態様において、第２横糸ヤーンの番手又は線密度は、１１８．２　ｔｅｘ（５／
１　Ｎｅ）～５．９１　ｔｅｘ（１００／１　Ｎｅ）の範囲、好ましくは１９．７ｔｅｘ
（３０／１　Ｎｅ）～８．４４　ｔｅｘ（７０／１　Ｎｅ）の範囲、より好ましくは１３
．１３ｔｅｘ（４５／１　Ｎｅ）～１０．７５４ｔｅｘ（５５／１　Ｎｅ）の範囲である
。さらに、より好ましくは、第２横糸ヤーンの線密度は１１．８２ｔｅｘ（５０／１　Ｎ
ｅ）である。好ましい態様において、第２横糸ヤーンの番手は、２４．６２５ｔｅｘ（２
４／１　Ｎｅ）～１１．８２ｔｅｘ（５０／１　Ｎｅ）以上、又は４９．２５ｔｅｘ（１
２／１　Ｎｅ）～１４．７７５ｔｅｘ（４０／１　Ｎｅ）の範囲、又は７３．８７５ｔｅ
ｘ（８／１　Ｎｅ）～１９．７ｔｅｘ（３０／１　Ｎｅ）の範囲，又は１１８．２ｔｅｘ
（５／１　Ｎｅ）～２４．６２５ｔｅｘ（２４／１　Ｎｅ）の範囲である。ヤーンの追加
の層を有している織布のヤーン、及び第１及び第２繊維の混合ヤーンを有する織布のヤー
ンに対しても、同じ範囲が適用される。
【００９４】
　本発明の態様において、工程ａで供給される織布の第１横糸ヤーン及び第２横糸ヤーン
は、両方共天然繊維、即ち例えばコットン繊維のような天然繊維で製造されたヤーンであ
る。本発明の他の態様においては、工程ａで供給される織布の第１横糸ヤーンは、合成繊
維、好ましくは熱可塑性ヤーン、より好ましくは熱可塑性エラストマーヤーンであり、第
２横糸ヤーンは、天然繊維である。更に、別の態様においては、第１横糸ヤーンは天然繊
維であり、第２横糸ヤーンは、合成繊維、好ましくは熱可塑性ヤーン、より好ましくは熱
可塑性エラストマーヤーンである。天然の横糸ヤーンはコットンヤーン、より好ましくは
インディゴ染色コットンヤーンである。
【００９５】
　本発明の一態様として、本発明の方法は、更に、工程ｂ（又は工程ｉｉ）を実施する前
に、工程ａ（又は工程ｉ）の織布から物品を製造する工程を含んでいる。
【００９６】
　好ましくは、前記物品は、内側及び外側を有する衣料品であり、前記追加の層は、前記
衣料品の外側に配置されている。本発明の態様において、本発明の方法は、更に非染色ヤ
ーンを製織して、織布を供給し、前記織布を染色し、かつ工程ｂに従って、染色した織布
を処理する工程を含んでいる。
【００９７】
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　本発明の態様において、本発明の方法の工程ａで供給される織布の縦糸ヤーン、及び／
又は第１横糸ヤーン、及び／又は第２横糸ヤーンは、天然繊維及び合成繊維を含んでいる
。上述したように、本発明は、請求項２０による方法、請求項２１による織布、及び請求
項２２による衣料物品に関するものである。
【００９８】
　本発明の好ましい態様において、本発明の方法の工程ｉで供給される織布は、方法の工
程ａで供給される織布と同じ構造を有している。即ち、工程ｉで供給される織布は、縦糸
ヤーン及び横糸ヤーンを含んでいる織布であり、前記横糸ヤーンは、複数の第１横糸ヤー
ン及び少なくとも複数の第２横糸ヤーンを含んでおり、前記縦糸ヤーン及び前記複数の第
１横糸ヤーンは、前記織布の基材層を形成し、前記少なくとも複数の第２横糸ヤーンは、
張出し状の追加の層を形成し、この追加の層は、織布の前面に配置されており、かつこの
追加の層は、少なくとも部分的に染色されている。好ましくは、少なくとも前記第２横糸
ヤーンは、天然繊維及び合成繊維を含んでおり、かつ少なくとも前記天然繊維は、染色さ
れている。
【００９９】
　酵素集合体、特にＣＬＥＡｓは、一般に織布を処理するのに使用される。本発明の別の
課題は、請求項２３に記載の方法を提供することである。本発明の態様において、織布と
酵素集合体を接触させる工程は、３．５～９．５の範囲、好ましくは４．０～８．０の範
囲、より好ましくは４．５～７．０の範囲のｐＨで実施される。ｐＨは、集合体に使用さ
れるべき酵素の性質に応じて選択し、かつ調整することが好ましい。
【０１００】
　本発明の態様によると、織布と酵素集合体の接触工程は、２５℃～７０℃の範囲、好ま
しくは３５℃～５５℃、より好ましくは４５℃～５５℃の範囲の温度で実施される。
【０１０１】
　本発明における、織布と酵素集合体の接触工程は、前記織布と、酵素集合体を含む組成
物を接触することにより実施される。この場合、前記組成物中の前記酵素集合体の濃度は
、１ｍｇ／ｇ～１００ｍｇ／ｇ、好ましくは１０ｍｇ／ｇ～７０ｍｇ／ｇ、より好ましく
は１５ｍｇ／ｇ～５０ｍｇ／ｇの範囲である。
【０１０２】
　本発明において、織布と酵素集合体の接触工程は、１０分～９０分、好ましくは１５分
～５０分、より好ましくは２０分～３０分の範囲の接触時間で実施される。
【０１０３】
　上述したように、本発明の態様によると、酵素集合体（好ましくはＣＬＥＡｓ）は、磁
気ナノ粒子又は添加剤（炭化水素、プロテイン、ポリオール又はそれらの混合物）、或い
は少なくとも一つの磁気ナノ粒子、及び少なくとも一つの添加剤に結合される。
【０１０４】
　好ましくは、天然繊維はコットン繊維であり、より好ましくは、インディゴ染色コット
ン繊維である。
【０１０５】
　本発明の態様において、天然繊維及びヤーンは、「硬質繊維及びヤーン」であり、織機
から取り外した後には、合成繊維及びヤーンに比べて、収縮率が小さい。
【０１０６】
　本発明の態様において、合成繊維及びヤーンは、「弾性」繊維及びヤーンであり、織機
から取り外した後で、天然繊維及びヤーンに比べて、大きな収縮率を有している繊維及び
ヤーンである。適当な弾性ヤーンは、エラストマー繊維を含んでいる。「エラストマー繊
維」は、連続フィラメント、又は収縮や襞があるなしに拘わらず、破断時の伸び率が、少
なくとも１００％の複数のフィラメントから製造された繊維である。破断伸びは、例えば
ＡＳＴＭ　Ｄ２２５６／Ｄ２２５６Ｍ－１０（２０１５）に従って測定することができる
。「エラストマー繊維」は、その本来の長さを２倍に伸ばし、その伸ばした長さを１分間
維持した後、解放後１分間以内に、その本来の長さの１．５倍未満に収縮する繊維である
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。
【０１０７】
　本発明の好ましい態様によると、本発明の方法は、工程ａ（又は工程ｉ）で供給された
織布を含む衣料物品（即ち、衣服）に対して実施される。即ち、工程ａ（又は工程ｉ）で
供給された織布を含む衣料物品を酵素集合体、好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）
と接触させる。
【０１０８】
　更に、本発明は、本発明の方法で得られる織布にも関する。
【０１０９】
　本発明の方法で得られる織布は、織布の基材層に関する追加の層に対して、本発明の仕
上げ工程による多種多様な効果が発揮され、例えば、「改良されたストーンウォッシュ調
外観」、或いは「立体ストーンウォッシュ調外観」を示す。実際、本発明の方法は、基材
層の機械的性質に、実質的に影響を与えずに、少なくとも織布の前面の追加の層から染料
を除去することができる。
【０１１０】
　また本発明は、本発明の方法によって得られる織布を含む衣料物品にも関する。本発明
の特徴により、織布の前記前面は、衣料物品（即ち、衣服）を着用した場合、外から見え
る側（即ち、外側）で、前記背面は、衣料物品（即ち、衣服）を着用した場合、内側の見
えない側（即ち、内側）である。
【０１１１】
　本発明の態様において、織布の前面は、物品を着用した場合、内側の見えない側、織布
の背面は、物品を着用した場合、外側から見える側である。
【発明の効果】
【０１１２】
　本発明は、縦糸ヤーン及び横糸ヤーンを含む織布から成る基材層、及び複数本の縦糸ヤ
－ン及び／又は複数本の横糸ヤーンから構成され、前記基材層の少なくとも一方の側に配
置され、少なくとも部分的に染色された繊維を含んでいる追加の層から成る積層構成体を
、酵素集合体と接触させ、前記追加の層のヤーンから、少なくとも部分的に染料を除去す
ることによって、改良された審美効果を有する織布を製造することができ、製造された織
布は、従来の仕上げ方法では得ることが出来なかった「立体的」ストーンウォッシュ調効
果、即ち「立体的」着古し外観を有しており、しかも、織布の基材層の引張り強さのよう
に、織布の機械的性質を与える織布の層の構造には損傷を与えることなく、織布の追加の
層の外観を変えて、織布に着古した感じを与えることができる。従って、異なる製造業者
によって製造された衣料品が、同じようになることはなく、そのため、製品の商品の信頼
性、及び別の製品との差別化が向上する。
【図面の簡単な説明】
【０１１３】
【図１】本発明による仕上げ処理前の織布の態様の一部の断面図。
【図２】本発明による仕上げ処理後の図１の織布の断面図。
【図３】本発明による仕上げ処理前の織布の態様の一部の斜視図。
【図４】本発明による仕上げ処理後の図３の織布の一部の斜視図。
【図５】本発明による仕上げ処理前の織布の態様の前面の斜視図。
【図６】本発明による仕上げ処理後の図５の織布の前面の斜視図。
【図７】本発明による仕上げ処理の前後の図５及び図６の織布の背面の斜視図。
【図８】種々の方法で処理された本発明による織布の例の写真。供試体１及び供試体４は
、軽石で洗濯されたもの。供試体２及び供試体５は、遊離酵素で洗濯されたもの。供試体
３及び供試体６は、架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）で洗濯されたものである。
【図９】それぞれ、供試体４～６及び供試体１～３に使用した織布の製織パターンを示す
。
【図１０】それぞれ、供試体４～６及び供試体１～３に使用した織布の製織パターンを示
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す。
【発明を実施するための形態】
【０１１４】
　図１は、本発明による仕上げ工程を実施する前の、本発明の方法の工程ａで供給される
織布の態様の一部の断面図である。
【０１１５】
　特に、図１は、縦糸ヤーン２、第１横糸ヤーン３、及び第２横糸ヤーン４が、或るパタ
ーンで一緒に織られて形成された織布１を示しており、前記織布１は、前面５及び背面６
を有している。
【０１１６】
　織布１の横糸ヤーン３、４は、縦糸ヤーン２の上、下に延びて、縦糸ヤーン２に対して
、対応する張出し部分７、７’及び谷形部分８、８’を形成している。図１に示すように
、第１横糸ヤーン３は、縦糸ヤーン２の上を通過する時、織布１の前面５に張出し部分７
を形成し、縦糸ヤーン２の下を通過する時、織布１の背面６に谷形部分８を形成している
。
【０１１７】
　第２横糸ヤーン４は、縦糸ヤーン２の上を通過する時、織布１の前面５に張出し部分７
’を形成し、縦糸ヤーン２の下を通過する時、織布１の背面６に谷形部分８’を形成して
いる。
【０１１８】
　本発明において、織布１の前面５は、衣料物品が織られた時、織布１を含む衣料物品の
外側の視認可能な表面に対応する。
【０１１９】
　図１に示した態様において、第１横糸ヤーン３は、１本の縦糸ヤーン２の上を通過する
ことにより、張出し部分７を形成し、かつ３本の縦糸ヤーン２の下を通過することにより
、谷形部分８を形成している。
【０１２０】
　同じ態様において、第２横糸ヤーン４は、７本の縦糸ヤーン２の上を通過することによ
り、張出し部分７’を形成し、かつ１本の縦糸ヤーン２の下を通過することにより、谷形
部分８’を形成している。
【０１２１】
　本発明において、織布１の横糸ヤーンは、複数本の第１横糸ヤーン３を有しており、縦
糸ヤーン２と一緒に織られて織布１の基材層１ａを形成している。さらに、織布１の横糸
ヤーンは、少なくとも複数本の第２横糸ヤーン４を含んでおり、織布１の追加の層１ｂを
形成している。
【０１２２】
　図１に示した例示的態様において、本発明の仕上げ工程を実施する前に、縦糸ヤーン２
と第２横糸ヤーン４は、インディゴ染色される。従って、追加の層１ｂもインディゴ染色
され、同じく基材層１ａも、実質的にインディゴ染色される。
【０１２３】
　図２は、本発明によって仕上げ処理された後の、図１と同じ織布を示している。
【０１２４】
　図２は、織布１と酵素集合体、好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）との接触工程
を含む本発明の方法が、追加の層１ｂ、即ち第２横糸ヤーン４によって織布の前面に形成
された張出し部分７’の実質的に特定の箇所から、染料、例えばインディゴ染料を除去し
ていることを示している。
【０１２５】
　有利なことに、本発明の方法は、追加の層を破壊又は損傷させずに、基材層１ａに、実
質的に影響を与えずに、即ち、基材層１ａから、例えば、縦糸ヤーン２（及び／又は第１
横糸ヤーンから）―これらのヤーンが染色されている場合―から望ましくない染料の除去
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を排除して、追加の層１ｂから、染料、例えばインディゴ染料を除去することができる。
【０１２６】
　図２の例示的な態様は、追加の層１ｂから染料が除去され、一方基材層１ａは、仕上げ
工程、即ち酵素集合体による処理によって影響を受けていないことを示している。特に、
図２は、本発明の方法で処理した後も、縦糸ヤーン２及び第２横糸ヤーン４によって形成
された谷形部分８’が、依然として染色、（インディゴ染色）されていることを示してい
る。
【０１２７】
　本発明の方法により、織布１と酵素集合体（好ましくはＣＬＥＡｓ）との接触によって
、追加の層１ｂから染料を除去し、追加の層１ｂを破壊又は損傷を与えることなく、かつ
基材層１ａに実質的に影響を与えることなく、追加の層１ｂに、着古した状態、即ちスト
ーンウォッシュ調効果を発揮させる織布１を得ることができる。
【０１２８】
　図１及び図２に示した織布１の少なくとも第２横糸ヤーン４は、天然繊維及び合成繊維
の両方を含んでいる。
【０１２９】
　図３は、本発明による仕上げ工程を受ける前の例示的な織布１の一部の斜視図である。
図３は、複数本の縦糸ヤーン２，複数本の第１横糸ヤーン３、及び複数本の第２横糸ヤー
ン４を含む織布１の一部を示している。第２横糸ヤーン４は、織布の前面５に複数の張出
し部分７’を形成し、かつ織布の背面６に複数の谷形部分８’を形成している。
【０１３０】
　張出し部分７’は、織布１の前面に追加の層１ｂを形成している（図３には示していな
い）。図３に示すように、本発明により処理される前、織布１における縦糸ヤーン２及び
第２横糸ヤーン４は、染色、特にインディゴ染色されている。
【０１３１】
　図４は、本発明による仕上げ工程が完了した後の図３の織布１の一部の斜視図である。
図４を見ると、上述した本発明の目的、即ち、織布１と酵素集合体、好ましくは架橋酵素
集合体（ＣＬＥＡｓ）を接触させ、追加の層には損傷を与えず、かつ基材層１ａに実質的
に影響を与えず、即ち、基材層１ａからは実質的に染料を除去せず、例えば、縦糸ヤーン
２及び／又は第１横糸ヤーン３（それらのヤーンが染色されている場合は）から、染料例
えばインディゴ染料を、追加の層１ｂ（図４には図示せず）を形成する張出し部分７’か
ら除去することとなる。
【０１３２】
　図４の例示的な態様は、複数の張出し部分７’によって形成された追加の層１ｂ（図４
には図示せず）から染料が除去されたこと、及びこの際、仕上げ工程で、縦糸ヤーン２及
び第１横糸ヤーン３で形成された基材層１ａ（図４に図示せず）には、影響を与えていな
いことを示している。図３及び図４に示す織布１の少なくとも第２横糸ヤーン４は、天然
繊維及び合成繊維の両方を含んでいる。
【０１３３】
　図５は、本発明の仕上げ工程を受ける前、即ち、酵素集合体と接触させる前の本発明の
方法の工程ａで供給される織布１の例示的な態様の前面５を示している。
【０１３４】
　図５に示す織布１の例示的態様は、縦糸ヤーン２、第１横糸ヤーン３、及び第２横糸ヤ
ーン４を含んでいる。第２横糸ヤーン４は、所定数の縦糸ヤーン２を超えて通過すること
により、張出し部分７’を形成する。図５に示す例示的態様においては、二つの複数の第
２横糸ヤーン４が存在する。他の例示的態様（図示せず）においては、図５（及び図６）
と同じ織布が、複数の第２横糸ヤーンを有することができる。
【０１３５】
　図５において、第２横糸ヤーン４は、１１本の縦糸ヤーン２を超えて通過することによ
って、張出し部分７’を形成している。更に、図５に示した例示的態様の第２横糸ヤーン
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４は、堅く織られていない。その結果、前記張出し部分７’は、緩く、かつ垂れ下がって
おり、基材層１ａに堅く結合していない追加の層１ｂを形成している。
【０１３６】
　本発明において、織布１の前面５は、衣料物品を着用した時、織布１を含む衣料物品（
即ち、衣服）の外側から目に見える表面に対応している。
【０１３７】
　図５に示す例示的な態様において、第２横糸ヤーン４及び縦糸ヤーン２は、染色、例え
ばインディゴ染色されている。
【０１３８】
　図６は、本発明の仕上げ工程が完了した後の図５と同じ織布を示している。図６から分
かるように、織布１と酵素集合体、好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）との接触工
程を含む本発明による仕上げ工程によって、染料は、主として張出し部分７’から除去さ
れている。逆に、縦糸ヤーン２は、仕上げ工程によって、実質的な影響を受けないままで
ある。
【０１３９】
　有利なことに、上述した本発明の方法によると、追加の層１ｂに損傷を与えず、基材層
１ａに実質的に影響を与えず、即ち、基材層１ａ例えば縦糸ヤーン２からは、実質的に染
料を除去せずに、張出し部分７’で形成された追加の層１ｂから、インディゴ染料を除去
することができる。その結果、織布１の追加の層１ｂに、ストーンウォッシュ調効果（即
ち、着古るした効果）を付与することができる。従って、染料は、主として追加の層１ｂ
から除去され、基材層１ａとの視感コントラストが発生し、この視感コントラストは、本
発明の仕上げ工程によって実質的に影響を受けず、かつ追加の層１ｂ全体に視ることがで
き、従って、「立体」の着古し効果を発揮する。
【０１４０】
　図５及び図６で示した織布１の少なくとも第２横糸ヤーン４は、天然繊維及び合成繊維
の両方を含んでいることに留意するべきである。
【０１４１】
　図７は、図５の織布１の背面６を示している。図７に示した態様において、第１横糸ヤ
ーン３は、１本の縦糸ヤーン２の下を通過することによって、谷形部分８を形成している
。また、第２横糸ヤーン４は、１本の縦糸ヤーン２の下を通過することにより、谷形部分
８’を形成している。図７から分かるように、谷形部分８’を形成する縦糸ヤーン２及び
第２横糸ヤーン４は染色され、一方谷形部分８を形成する第１横糸ヤーン３は、染色され
ていない。
【０１４２】
　図７は、図５及び６の織布１の背面６を示している。即ち、本発明の方法を実施する前
後、即ち、織布１と酵素集合体を接触する工程の前後を表している。上述したように、織
布１と酵素集合体、好ましくは架橋酵素集合体（ＣＬＥＡｓ）を接触する工程を含む本発
明の仕上げ工程は、織布１の前面５の追加の層１ｂから染料を除去させるが、一方基材層
１ａ及び、特に、背面６は、前記方法によって、殆ど、又は全く影響を受けていない。換
言すれば、染料は、基材層１ａ及び、特に、織布１の背面６からは、実質的に除去されな
い。このために、仕上げ工程後、実質的に外観を変化させない。
［実施例１－織布Ａの製造］
【０１４３】
　図９の製織報告に従って、下記の特徴の織布を製造した。
　縦糸：７３．８７５ｔｅｘ（Ｎｅ　８／１）リング・スラブ・コットン
　横糸１：８４．４３ｔｅｘ（Ｎｅ　７／１）リング・コットン
　横糸２：１１．８２ｔｅｘ（Ｎｅ　５０／１）コーマ・コットン
　縦糸密度：２９．５スレド／ｃｍ
　横糸密度：４２．０本／ｃｍ
　実施例１の織布の三つの供試体を使用して、それぞれ実施例２，３及び４による３つの



(21) JP 2017-206801 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

異なる処理を実施した。
［比較例２－軽石による処理］
【０１４４】
　実施例１の織布の供試体（３０ｃｍ×２０ｃｍ）を、以下の条件でストーンウォッシュ
した。液比：１：１０；１ｋｇの織布当たり軽石１５０ｇ；３０℃で１５分間。
　得た結果を、図８の供試体４に示す。
［比較例３－遊離酵素による処理］
【０１４５】
　実施例１の織布の供試体（３０ｃｍ×２０ｃｍ）を、以下の条件で、遊離酵素即ち遊離
セルラーゼで処理した。織布１ｋｇ当たり、遊離酵素の２ｍｇ／ｍＬ溶液；ｐＨ＝４．８
；５０℃で３０分間。
　得た結果を、図８の供試体５に示す。
［実施例４－ＣＬＥＡｓによる処理］
【０１４６】
　実施例１の織布の供試体（３０ｃｍ×２０ｃｍ）を、以下の条件で、セルラーゼ架橋酵
素集合体、即ちセルラーゼＣＬＥＡｓで処理した。織布１ｋｇ当たり、ＣＬＥＡｓの２０
ｍｇ／ｍＬ溶液；ｐＨ＝４．８；５０℃で３０分間。得た結果を、図８の供試体６に示す
。
［実施例５－織布Ｂの製造］
【０１４７】
　図１０の製織報告に従って、下記の特徴を有する織布を製造した。
　縦糸１：２９．５５ｔｅｘ（Ｎｅ　２０／１）リング・コットン
　縦糸２：２９．５５ｔｅｘ（Ｎｅ　２０／１）リング・スラブ・コットン
　横糸１：７．７８ｔｅｘ（７０ＤＮ）Ｐｅｓｌｙｃ　４０　ｌｙｃ
　横糸２：１１．８２ｔｅｘ（Ｎｅ　５０／１）コーマ・コットン
　縦糸密度：３３．１スレド／ｃｍ
　横糸密度：５４本／ｃｍ
　実施例５の織布の三つの供試体を使用して、それぞれ実施例６、７、及び８による３つ
の異なる処理を実施した。
［比較例６－軽石による処理］
【０１４８】
　実施例５の織布の供試体（３０ｃｍ×２０ｃｍ）を、以下の条件でストーンウォッシュ
した。液比：１：１０；１ｋｇの織布当たり、軽石１５０ｇ；３０℃で１５分間。
　得た結果を、図８の供試体１に示す。
［比較例７－遊離酵素による処理］
【０１４９】
　実施例５の織布の供試体（３０ｃｍ×２０ｃｍ）を、以下の条件で遊離酵素、即ち遊離
セルラーゼで処理した。織布１ｋｇ当たり、遊離酵素の２ｍｇ／ｍＬ溶液；ｐＨ＝４．８
；５０℃で３０分間。得た結果を、図８の供試体２に示す。
［実施例８－ＣＬＥＡｓによる処理］
【０１５０】
　実施例５の織布の供試体（３０ｃｍ×２０ｃｍ）を、以下の条件で、ＣＬＥＡｓで処理
した。織布１ｋｇ当たり、ＣＬＥＡｓの２０ｍｇ／ｍＬ溶液；ｐＨ＝４．８；５０℃で３
０分間。得た結果を、図８の供試体３に示す。
【０１５１】
　図８は、実施例２～４及び６～８における目視結果を示している。本発明の仕上げ方法
は、供試体３及び６に示した。遊離セルラーゼでの処理による仕上げは、供試体２及び５
に示した。軽石での洗濯による処理を、供試体１及び４に示す。
【０１５２】
　供試体１～３は、実施例５の織布の軽石（供試体１）、及び遊離セルラーゼ（供試体２



(22) JP 2017-206801 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

）による処理によって、織布１の張出し部分７’の追加の層が破壊されていることを示し
ている。即ち、基材層が損傷を受け、染料が基材層から除去されている。逆に、供試体３
は、同じ織布１に対して実施した本発明の方法が、供試体１及び２では発生した損傷を与
えること無く、追加の層１ｂ、即ち張出し部分７’から染料を除去したこと、及び基材層
１ａは、酵素集合体によって極部分的に脱色されたこと（この場合、セルラーゼの架橋酵
素集合体）を示している。
【０１５３】
　同じ結果が、実施例１の織布の試験によっても得られた。目視結果を、図８の供試体４
～６に示す。供試体４及び供試体５は、軽石による処理（供試体４）及び遊離セルラーゼ
（供試体５）による処理で、追加の層１ｂに損傷を与え、織布１の張出し部分７’を破壊
している。供試体６は、同じ織布のセルラーゼＣＬＥＡｓによる洗濯で、追加の層１ｂを
破壊又は損傷を与えずに、追加の層１ｂ、即ち張出し部分７’から染料を除去している。
［実施例９－破壊強度－グラブ法－引張り強さ－ＡＳＴＭ　Ｄ５０３４－改訂］
【０１５４】
　上述した各実施例に従って、それぞれの処理の前後における実施例１及び実施例５
の織布の引張り強さを評価した。
１．範囲　
　使用した織布の有効強度、即ち隣接するヤーンに起因する付加的な強度と一緒に、特定
の幅のヤーンの有効強度を評価するために、標準ＡＳＴＭ　Ｄ５０３４（改訂）に従って
、下記にように測定した。
２．装置
　２．１－引張り試験装置（ＣＲＥ又はＣＲＴ）
　２．１．１．－ＣＲＥインストロン・テーブル・モデル・４４１１［クロスヘッド速度
：１２±０．５ｉｎ．／ｍｉｎ．（３０５±１０ｍｍ／ｍｉｎ）；マイクロ・プロセッサ
－基本コントロールコンソール（又は類似）
　２．１．２．－ＣＲＴ　Ｓｃｏｔｔ　Ｍｏｄｅｌ　Ｊ［クロスヘッド速度：１２±０．
５ｉｎ．／ｍｉｎ．（３０５±１０ｍｍ／ｍｉｎ）；マイクロ・プロセッサ－基本コント
ロールコンソール（又は類似）
　２．１．３．Ａ－４２０空気圧クランプ（１”×３”（２５．４×７６．２ｍｍ）後部
金属面アンビル及び（１”×１”（２５．４×２５．４ｍｍ）前面ゴム面アンビルの両方
を装備したテスター。供試体の最小滑り／ジョー破壊を可能にする２５．４ｍｍ（１イン
チ）の幅のアンビルの組み合わせを使用することもできる。
３．供試体の調整
　３．１　各縦糸及び横方向毎に３個の供試体を調整した。各供試体を、破壊荷重が負荷
される方向と平行な長手方向に、１００±１ｍｍ（４±０．０５インチ）の幅、及び少な
くとも１５０ｍｍ（６インチ）の長さにカットした。
　３．１．１．各方向に３個の単一供試体をカットする代りに、各方向に、３００ｍｍ（
１２インチ）×最小１５０ｍｍ（６インチ）の連続供試体にカットしてもよい。
　３．１．２．衣料品試験：適当なスペースがある衣料品パネルから供試体を取り出さな
ければならない。衣料品がサンドブラスト仕上げされている場合は、試験用として、サン
ドブラスト仕上げされている部分及びサンドブラスト仕上げされていない部分から、供試
体を取り出さなければならない。
　３．２．供試体の縁から、使用する試験の方向に平行に、クランプの供試体の中心まで
、３７±１ｍｍ（１．５±０．０２インチ）の線を引く。縦糸と平行にカットされた２個
の供試体は、縦糸の端部の同じセットを含むべきではない。横糸に平行な２個の供試体は
、横糸の同じセットを含むべきではない。
　３．３　供試体は、織布の幅の１／１０より織端に近づけてはならない。
４．手順
　４．１．供試体の繊維含量に応じて、全ての供試体を、適当な時間、標準大気中におい
て調整する。
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　４．２．装置の調整―各シリーズの試験を行なう前に、スケールのゼロ点をチェックす
る。７６±１ｍｍ（３±０．０５インチ）でセットされた試験の開始時点で、クランプ間
の距離をチェックする。インストロン４４１１又は類似の装置の場合、マニュアルの指示
に従う。
　４．３．試験装置の荷重範囲を選択して、フルスケール（最大測定可能荷重）の１０％
～９０％の間で破断が発生するように設定する。
　４．４．供試体をクランプに挿入して、試験の方向に平行に供試体に引かれた線を、ジ
ョーの上方及び下方側に隣接させる。
　４．５．装置を操作して、破壊荷重を読み取る。供試体が、ジョーの中でスリップした
場合、ジョーの中で破壊した場合、又は結果が、いくつかセットの供試体の平均より明ら
かに下回っている場合には、その結果を無視し、別の供試体を採用する。
　４．５．１．ジョー破壊の基準は、ジョーの５ｍｍ（０．２５インチ）の範囲で発生し
た破壊のうち、他の全ての破壊の平均値の５０％未満の値を示したものとする。
５．報告
　５．１　織布試験―各方向における３個の供試体の平均は０．５ｋｇ（１Ｉｂ）に近い
。
　５．２　衣料品試験―縦糸及び横糸におけるサンドブラスト処理した部分、及びサンド
ブラスト処理していない部分の供試体の平均は、０．５ｋｇ（１Ｉｂ）に近い。
【０１５５】
　結　果
　表１：引張り強さ－縦糸方向（ｇ）

【０１５６】
　表１において、実施例１及び５両者の織布に関し、軽石又は遊離セルラーゼによる織布
の処理は、織布の引張り強さを低下させていることが理解される。換言すれば、織布は、
軽石又は遊離セルラーゼで処理した後、弱くなっていることが分かる。
　一方、表１の結果は、実施例１及び５の織布の処理は、実質的に、織布の引張り強さに
影響を与えていない（即ち、実質的に低下させていない）で、ＣＬＥＡｓによる処理の前
（「非処理」）及び後で、実質的に同じままであることを示している。
【０１５７】
表２：引張り強さ－縦糸方向（ＫｇＦ）

【０１５８】
　表１の結果と同じように、表２の結果も、実施例１及び５両者の織布の引張り強さ（こ
の場合、横糸方向に沿った引張り強さ）は、軽石又は遊離セルラーゼによる処理で低下し
ていることを示している。
　逆に、実施例１及び５の両者の織布の引張り強さは、ＣＬＥＡｓによる処理では、実質
的な影響を受けていない。換言すれば、織布の引張り強さは、ＣＬＥＡｓによる処理の前
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　表１及び表２から、実施した全ての試験において、ＣＬＥＡｓによる処理は、織布の引
張り強さは、軽石及び遊離セルラーゼによる処理に比べて、極めて高く維持されているこ
とが理解される。
　特に、縦糸（表１）及び横糸（表２）の両者に関する結果を考慮すると、軽石及び遊離
酵素による処理は、ＣＬＥＡｓによる処理に比べて、織布に対して、より多くの破壊的効
果を与えていることが理解される。　
【産業上の利用可能性】
【０１５９】
　本発明は、縦糸ヤーン及び横糸ヤーンを含む織布から成る基材層、及び複数本の縦糸ヤ
－ン及び／又は複数本の横糸ヤーンから構成され、前記基材層の少なくとも一方の側に配
置され、少なくとも部分的に染色された繊維を含んでいる追加の層から成る構成体を、酵
素集合体、好ましくは架橋酵素集合体と接触させて、前記追加の層の少なくともヤーンか
ら、少なくとも部分的に染料を除去することによって、改良された審美効果を有する織布
が製造され、製造された織布は、従来のストーンウォッシュ等による仕上げ工程では得る
ことが出来なかった「立体的」ストーンウォッシュ調効果、即ち「立体的」着古し外観を
有しており、この際、織布の基材層の引張り強さのように、織布の機械的性質を与える織
布の層の構造には損傷を与えずに、織布の追加の層の外観を変えて、織布に着古した感じ
を与えることができる。従って、異なる製造業者によって製造された衣料品が同じになる
ことはなく、その結果、製品の商品の信頼性及び別の製品との差別化が向上するので、紡
織及び染色産業、特にデニム紡織及び染色産業、並びにファッション産業に利用可能性が
ある。
【符号の説明】
【０１６０】
１：織布
１ａ：基材層
１ｂ：追加の層
２：縦糸ヤーン
３：第１横糸ヤーン
４：第２横糸ヤーン
５：前面
６：背面
７、７’：張出し部分
８、８’：谷形部分
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